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７
月
25
日
、
厚
生
労
働
省
へ
の

要
請
に
は
、
退
職
者
連
合
か
ら
人

見
会
長
、
野
田
事
務
局
長
、
川
端

常
任
幹
事
ほ
か
事
務
局
が
参
加
、

厚
労
省
か
ら
は
、
間(

は
ざ
ま
）
総

括
審
議
官
、
運
永
参
事
官
室
室
長

補
佐
ほ
か
各
担
当
者
が
対
応
し

ま
し
た
。
要
請
書
手
交
の
後
、
間

審
議
官
は
「
年
金
に
つ
い
て
は
、

給
付
を
受
け
て
い
る
方
は
も
ち

ろ
ん
、
若
い
方
、
こ
れ
か
ら
生
ま

れ
て
く
る
方
も
含
め
、
世
代
間
対

立
に
な
ら
な
い
よ
う
バ
ラ
ン
ス

を
取
っ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま

し
た
。
人
見
会
長
は
「
年
金
が
下

が
っ
て
い
く
こ
と
を
高
齢
者
は

皆
心
配
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、

私
た
ち
も
年
金
、
医
療
、
介
護
、

子
育
て
な
ど
、
子
や
孫
も
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
け
る
シ
ス
テ
ム

が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」
と

述
べ
、
そ
の
後
、「
基
礎
年
金
の
拠

出
期
間
延
長
と
国
庫
負
担
の
確

保
」「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の

早
期
の
終
結
に
向
け
た
財
源
の

問
題
」「
企
業
規
模
要
件
の
拡
大
」

「
社
会
保
障
制
度
と
政
治
の
あ

り
方
」
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

厚
労
省
へ
の
具
体
的
な
要
請

項
目
は
80
以
上
に
及
び
、
コ
ロ

ナ
感
染
症
が
拡
大
中
の
要
請
で

あ
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
具
体
的
な

回
答
は
、
各
担
当
者
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
で
行

わ
れ
ま
し

た
。
な
お
、

個
別
の
回

答
内
容
に

つ

い

て

は
、
後
日

改
め
て
お

知
ら
せ
し

ま
す
。 

     

国
土
交
通
省
へ
の
要
請
に
は
、

人
見
会
長
、
川
端
常
任
幹
事
、
山

岸
自
治
退
・
都
市
交
通
連
協
議
会

会
長
ほ
か
退
連
事
務
局
が
参
加
、

住
宅
局
安
心
居
住
推
進
課
か
ら

は
上
森
居
住
推
進
課
長
ほ
か
担

当
者
６
人
が
対
応
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

住
宅
局
に
対
し
て
は
、
住
宅
困

窮
者
へ
の
住
ま
い
の
保
障
、
老
朽

化
住
宅
対
策
、
公
営
住
宅
等
の

「
身
元
保
証
人
」
問
題
等
を
中
心

に
要
請
を
行
い
ま
し
た
。 

住
宅
局
か
ら
は
、「
住
宅
確
保

用
配
慮
者
住
宅
＝
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
住
宅
の
拡
大
に
つ
い
て

は
、
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
お

り
、
昨
年
の
51
万
戸
か
ら
75
万

戸
ま
で
増
え
た
。
自
治
体
と
連
携

し
つ
つ
、
登
録
し
や
す
い
環
境
整

備
、
改
修
費
等
の
支
援
も
行
っ
て

い
る
。
居
住
支
援
法
人
も
昨
年
の

442
社
か
ら
577
社
に
増
加
し
て
い

る
。
制
度
の
認
知
度
も
上
げ
て
い

き
た
い
」「
公
営
住
宅
は
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
根
幹
。
保
証
人
が

確
保
で
き
ず
に
入
居
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
都
道

府
県
等
に
対
し
、
保
証
人
の
確
保

と
い
う
前
提
を
転
換
す
る
よ
う

要
請
し
て
い
る
。
18
年
時
点
で

は
ほ
ぼ
す
べ
て
の
事
業
者
が
保

証
人
を
求
め
て
い
た
が
、
今
年
の

４
月
に
は
戸
数
ベ
ー
ス
で
９
割

が
転
換
し
て
い
る
」
な
ど
と
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。 

各
省
庁
、
政
党
に
要
請
行
動 

22
年
度 

政
策
制
度
要
求
に
基
づ
き 

 

退
職
者
連
合
は
、
定
期
総
会
で
議
決
さ
れ
た
「
政
策
・
制
度
要
求
」
に
基
づ

き
、
省
庁
、
政
党
へ
の
要
請
行
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
７
月
25
日
に
厚
労
省
、

28
日
に
は
国
土
交
通
省
、
財
務
省
、
社
民
党
に
対
し
、
要
請
を
行
い
ま
し
た
。 

厚
生
労
働
省 

7/25 
左から間総括審議官、人見会長、野田事務局長 
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推
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上森課長に要請書を手交 
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国
土
交
通
省
総
合
政
策
局
交

通
課
か
ら
は
、
北
小
路
調
整
官
ほ

か
６
人
が
対
応
。
冒
頭
、
人
見
会

長
か
ら
「
高
齢
化
が
進
む
中
、
特

に
過
疎
化
が
進
む
地
方
で
は
公

共
交
通
の
確
保
が
重
要
な
課
題

に
な
っ
て
い
る
。
予
算
編
成
中
で

す
が
私
た
ち
の
要
請
を
反
映
さ

せ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。 

交
通
課
か
ら
は
、「
高
齢
者
、
障

害
者
の
移
動
手
段
確
保
に
つ
い

て
は
『
交
通
政
策
基
本
計
画
』
を

策
定
し
、
自
治
体
と
一
体
に
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
る
。
計
画
を
作

る
際
に
は
、
公
共
交
通
従
事
者
の

方
も
含
め
、
連
携
協
力
し
な
が
ら

総
合
的
な
あ
り
方
を
議
論
し
て

い
る
」「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
利
用
客
３
千
人
以

上
の
駅
で
は
段
差
の
解
消
が
９

割
を
超
え
、
ハ
ー
ド
の
整
備
は
進

ん
で
い
る
。
ソ
フ
ト
対
策
を
軸
と

す
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
改
正

を
行
っ
た
」「
ス
キ
ー
バ
ス
事
故

を
受
け
、
85
項
目
の
対
策
を
取

り
ま
と
め
て
実
行
中
。
監
査
体
制

も
、
366
名
だ
っ
た
監
査
要
員
を

449
人
ま
で
増
強
し
た
」
な
ど
の

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

実
効
あ
る
安
全
運
航
の
監
視
体

制
や
、
地
方
交
通
の
あ
り
方
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

  

  

財
務
省
か
ら
は
、
島
貫
税
制
第

一
課
課
長
補
佐
ほ
か
補
佐
５
人

が
対
応
。
人
見
会
長
は
「
健
全
な

財
政
の
も
と
、
し
っ
か
り
し
た
財

政
運
営
を
お
願
い
し
た
い
。
防
衛

費
２
％
と
い
う
よ
う
な
話
も
あ

る
が
、
国
民
生
活
を
直
撃
す
る
よ

う
で
あ
れ
ば
私
た
ち
も
黙
っ
て

い
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
国
民
の

暮
ら
し
を
守
る
観
点
で
ご
努
力

い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。 

財
務
省
か
ら
は
、「
法
人
税
の
引

き
下
げ
競
争
に
つ
い
て
は
、
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ

と
Ｇ
20
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
進
め
て
き

て
お
り
、
昨
年

10
月
に
具
体

的
な
対
応
策

が
合
意
さ
れ

た
。
過
去
40

年
続
い
て
き

た
引
き
下
げ

競
争
に
歯
止
め
を
か
け
る
画
期

的
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
国
内

法
の
整
備
も
含
め
、
来
年
度
の
税

制
改
正
に
向
け
て
準
備
を
進
め

る
」
等
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

    

社
民
党
へ
の
要
請
は
、
退
連
か

ら
人
見
会
長
以
下
事
務
局
が
、
社

民
党
か
ら
は
福
島
党
首
、
服
部
幹

事
長
が
対
応
し
ま
し
た
。
冒
頭
、

要
請
書
を
手
交
し
た
の
ち
、
社
会

保
障
の
あ
り
方
、「
国
葬
」
問
題
、

統
一
教
会
問

題
、
防
衛
費

２
％
の
問
題

な
ど
、
政
策

制
度
要
求
に

と
ど
ま
ら
ず

幅
広
く
意
見

交
換
を
行
い

ま
し
た
。 

              
財
務
省 

7/28 

社
会
民
主
党 

7/28 

日本退職者連合結成 30周年 

「躍進レセプション」を開催しました 

 退職者連合は、7月13日（水）、都市センター

ホテルにおいて結成 30 周年記念レセプションを

開催しました。本来は昨年に開催を予定していま

したが、コロナ禍の拡大に伴って延期されていた

ものです。各構成組織の代表にご出席いただき、ま

たご来賓として連合清水事務局長をはじめ、立憲

民主党西村幹事長、国民民主党玉木代表、社会民主

党福島党首、厚労省、労福協、労金協会、こくみん

共済 coopからご祝辞をいただきました。 

 感染防止のため、出席者の皆さんには、「テーブ

ル移動の禁止」「お酌禁止」など面倒なルールをお

願いしました。ご出席、ご協力いただきましたこと

に心からお礼申し上げます。 

国
土
交
通
省 

7/28 

交
通
政
策
課 

福島党首に要請書を手交 

左から野田事務局長、早川副事務局長 
人見会長、山岸都市交会長、川端常任幹事 

 

あいさつする人見会長 

清水事務局長ごあいさつ 

北村副会長の音頭で乾杯 

左から社民党福島党首、立憲民主党西村幹事長 

国民民主党玉木代表、連合清水事務局長 


